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ラムに対する貢献となるはずであるo PeSetSky and Tbrrep 2001I2仰4は､すべての格索件は-一種の時制無性として
分析することが可能であり､そうすることによって多様な宮静事象が統一的に鋭明できることを示したoこの仮説が他
の膏帝事象にかんしても当てはまるものであるなら､それはこの仮説が妥当なものであることを示すものであり､理論
の進展に貢献するものとなる｡
ミニマリストプログラムにおける動名岡林文の分析は数多くなされているが､いずれも主静の持つ構連的格の付与に
かんして電大な問鷹を含んでいる｡たとえば､ Miner2002はSchut2e 1997などのデフォルト格機構を用いており､過
剰生成の間膚を草んでいる｡過剰生成を避けようとすれば､項位置のDPは常に解釈不可能な格素性をともなって選択
され､デフォルト格は非項位置のDPに限定されるなどの措定をしなければならない｡しかし､この措定は､通常の時
制節に生じる対格主語付き軌名詞の格の説明を不可能にする｡また､ Pire82∝托=ま格伝送というミニマリストプログラ
ムでは許容されない仕組みや､動名詞構文を単独のTPとするなど､望ましくない仮税を立てている｡動名詞構文が単
独のTPであるとするなら､この構文がいわゆるA移動を受け､受動文の主静位置に生じることができることが鋭明で
きない｡
これらの先行研究における失敗は､動名詞構文における主語の持つ構造格の問題に起因すると考えられる｡構造格を
時制素性と分析するPesetSky and Tbr陀gOの堆秦は､この間題を回避することを可能にするものである.英静の時制
要素Tは､時制素性･ -敦素性I BE素性からなる6種類の異なる素性構成を持っoいずれも解釈不可能な格素性を持
たない｡名詞句の主要部Dも格素性を持たず､代わりに解釈不可能な時制素性を持つo Dが持つ時制素性は派生の途中
で照合されなければならず､それがどの時制要熱こよって照合されるかによって.実際にどのような構造的格を持っか
が､構造格具現化規則によって決定される｡
ここでの提案は､純粋な形式的素性であり理論上望ましくない耕適格素性を取り除いたばかりでなく､これまで満足
な分析の与えられなかった軌名詞構文に対してより冊潔な分析を提示するものである｡これに加えて､格素性を許集項
目の素性指定から除去したことで､名詞句DP特有の無性が不要となり､ DPと飾CPを実の意味で融合する可能性を
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開く卓,のであるC.また､ここでの分析は､例外的格付与鰍丈･卜_昇構文に鞍じる不定詞節をCPとしており､単独のTP
とはしないDこれによって､ TPが朝虫で生じる事例はなくなり､史法の記述が簡潔なものになる,Jさらに､本擬案の
拡弾としてwith構文を取り上げ､この輔如)諦特性がwidlをT･tD-C移動の昆現化として分析することで説明できる
ことを示した｡
第四雷　生成文法の枠組みにおける事例研究
本草は動名詞碑文の統翻小意味的諸神性を明確にするために､ 5つの事例研究を示したものであるノ､
動名詞構文は､勤糾補部の位掛こ生じ､項として機能することができるo動詞補部に生じる動名詞は､命題もしくは
行為といった意味役割を具現しているものと考えられるo爺題･行為などは､勤郎司構文に限らず､通常の時制節ある
いはイこ厨司節などでも具現することができるo個々の動詞がいずれの節横道を従えるかについては､一見非常にadhoc
であり､なんら(r)規則性も存在しないように見える9ところが､軌謝乃意味役割や格付与にかんする溶射を性を離!ILT
検討した結果､普迦文法の諸原理と語類特性の粕iL作凧こよって､動試補加の可能な節補蹄)パターンが決定されてい
ることが判明した｡このことは､動詞の譜表特性がわかれば.いずれの動名詞構文が#･起可能であり､いずれが生起不
ul能であるかをチ漁,iすることができることを示LておV)､圭たここでの動名詞構文の分析が妥当なものであることを示
してもいる｡
外遣構文はミニマリストプt二∫グラムに対して塵大な間接となるものである(｡いわゆる㌻外置変W.;/jは陸離勺艶剛であ
･)､外置換作は随唐的なもt7)と考えられている｡ところが､ミニマリストプt-,グラムにおいては､もはや移動は随意的
な車,のではなく､義務的なものとなっているからであるoこU)間越は､ Collinsの経済紙uI)尺度を用いることによって
解決されることを示した"動鋸聯文o)うち､ PRO主き封､l'き軌名詞は､随意的外鼠操作を受けるものであり､ミ=:ミ′
リストプ11グラムにとって問題となるIT)a)であるが､ここで(7)提案に上って分析HI能となる｡
英語における外綴構文と同様､日本鰍こおりるかき混ぜ構文も､随意的移動変形によって派生されるものと考えられ
ていたハ　したがって､この構丈もミニマリストプログラムにとって障害となるものである･.かき混ぜ梯文のうち､動詞
句付加かき混ぜについてはすでに基底生成による分析が提案されていたが､これに加えて槌折句付加かき混ぜについて
も､強素性を担いうる語粂範噂を再検討することによ1)て､なんら特別の道具立てを月恥､ることなしに移動変形によら
ず基底生成によって説明できることを示した{JこV)ことは､日本語において随.闘くJ移動変形は存在しないという仮説を
保持できる可能性を示したものである-
軌を摘構文の下位嬢,Bのうち､対格主吉酎寸き動名抑ま､所有格主語付き動名詞や対格主語付き不定詞節などと同様､
主語･目的語などの項位掛こ生じることができるが､その内漁から0)抜き出しに関して､ kL法性に大きな相違がある･,
所有格主給付き動名詞の場合､その内部から(獅勺語などの) wh移動が許されないが､神格主語付き動鋸紙は可能
であるL,患た､対格主言酢博す宜詞節の主語をHP移動することは可健だが､対格主掛は不定詞節の+-･語をNP移動
することはできない,,これらの一見不可解な間&-が､動朋御得丈と不定吉堀と,})統語的相違と､軌鋸和の主要部の語染
特性から説明できることを示した｡
訪越･焦点などは本来語用論的機能にかかわるものであるが､これらの機能が節構造の周縁鰍こ機潮騒噂の相生と
して組み込まれている可能冊三相摘されている｡特に軌.7,については､ハンガリー語などの分析から､同定焦点と情報
勘餌) -.稀類が存在:することが主張されているo日本語のかき混ぜ稗史や分裂文にかんして締射場詞の束縛関係を検
討Lた結乳　鳥己二稀類U)焦点が日本喜郎こおいてもみられることが判明した･♪さらに興味深いことには圭一は焦点には
二種類U)統御勺具現化があり､かき鉱ぜ構文は-ンガ1)一語型の焦点構造を､分裂文は英語型U'もU)をホしているt･,
第五霊　轄絵
本研究の中心的主張をまとめ､各草の概略を述べた｡
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論文辛査結果の要旨
時制節や不意弼節とともに､英語の補文体系の中で鼻糞な位置を占める動名詞節は､名詞および動詞的性
質を合わせもつことから､統始的な特徴づけが難しいとされてきたoまた､補文の主論名詞句は､生起の仕
加こ関連して､とりわけ複雑な形態･音形上の特殊性を呈している｡本論文は､現在の生成文法埋論でpl能
とされる離再記述手段の再点検を行うことたより.動名詞構造の分析を含めた広範な首諦事象の説明に最適
な素性表示システムを授寅するとともに､補文からの統括的摘出の可能性をはじめとする､事例的研究を通
じて,動名詞構造の記述の頼密化と文法理論の発展の面相巨性を追求したもので､全編5車から成る｡
第1尊は序論であり､動名詞構文研究の背景と首籍理論上の意義を述べている｡
策2章は生成文法の｢統率束縛理漁｣の枠組みを用いて動祁司構文の包括的記述を試みている｡ここでは､
動名詞構文が､その内部構造相違により､ 4つの下位頬掛こ分類できることを′礼､それらが生起できる文
構造上の位置が､普遍文法の諸原理間の相互作用として説明できることを明らかにしているo特に､ ｢外乱
された動名詞構文は､同じように外置された不定詞節と対照的な特徴を示すという事実も｢統率束縛理論｣
の枠組みで記述できることが明らかにされている｡これは､動名詞分析に新しい知見を加えるものである｡
第3章では､前章での記述的分析を踏まえ. ｢ミニマリスト･プログラム｣による･動名詞構造の理論的
な考察をおこなっている｡異なる統綿的特徴を示す4種類の下位類型が意味や内部構造の点で類似している
ことは､これまで埋論的に妥当な説明をあたえられてこなかったが､構造格体系の見直し･ ･ing形態素の持
っ｢時制牲｣に言及する素性システムによって､哲遍文法の備えるべき極小性に群†う説明ができると主張し
ている｡これは､ミニマリスト･プログラムの精密化に対する費献であり､プログラム全体の妥当性を示す
新たな根拠を捷供するものである｡
第4零では､動詞補部に生じる動名詞節､外置構文やスクランブル構文の分析･勤名詞節内からの要素の
抜き出し､協魔･焦点｣における機能的範崎など､動名詞構文の統語的･意味的特件に関連する5つの事
例研究をおこなっている｡これらは､動名詞構造にさまざまな統括的･意味的作用がはたらいてもなお､第
2章で示した基本的な性質が保持されそれが第3章で示した理論的な予測に従うことを明らかにしている｡
これは､本論文における分析が他方面にも応用できる可能作が大きいことを示唆している｡
第5章は､結論と今後の展甥について述べている｡
以上､要するに本論文は.従来から言諦記述上の大きな難点を望していた動郎司構造の統静的･意味的な
特性を軽理､再分析するとともに.セ成言綿半の理論的道具立てに新たな考察を加えたもので･言論科学と
情報科学の境界額域の進朕に寄与するところが少なくない.
よって､本論文は､博十(学術)の学位論文として合格と認める｡
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